
（款）９．土木費  （項）１．土木管理費  （目）１．土木総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

8,139

    （単位  千円）

決算書
       頁

233
1 ２３３

（款）９．土木費  （項）２．道路橋梁費  （目）１．道路橋梁総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

22,022 27

    （単位  千円）

決算書
       頁

233
1 ２３３
 １． 前年度の道路事業等に伴う市道の認定、改良等に基づ

き、道路台帳の修正業務を行った。
また、三重県にて作成中のハイブリッド地図と伊勢市の
道路台帳図の整合性を図るため、平成１８年度中は、道路
台帳図の道路のみのデジタル化を行った。
（概要）
　・道路台帳デジタル化　　一式
　・道路台帳修正
　　　新規認定　　　１２．４４ｋｍ
　　　廃　　　止　　　３．６１ｋｍ
　　　改　  　良　　１２．５１ｋｍ
　　　マンホール　 　　 ３５０箇所

道路台帳整備経費 ２７，４９８

229,699

維 持 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

260,032 決 算 額 の 財 源 内 訳

251,748 一般財源

 １． 石油依存度の高い日本のエネルギー事情や地球温暖化等
環境問題に対応するために、新エネルギーの導入促進が強
く期待されているが、その中で風力発電エネルギーを活用
し、大きくは地球温暖化の防止及び化石燃料への依存度を
減少させることが出来る風車を利用する場合の風況調査及
び環境影響評価調査を実施した。
（平成１7年度から繰越）
　実施箇所：伊勢市東豊浜町
　調査内容：風況観測、騒音調査、電波障害調査
　　　　　　動植物調査

新エネルギー推進
事業

６，４６３

183,392

監 理 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

194,333 決 算 額 の 財 源 内 訳

191,531 一般財源

1 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



（款）９．土木費  （項）２．道路橋梁費  （目）２．道路維持費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

43

    （単位  千円）

決算書
       頁

235
1 ２３５

    （単位  千円）

決算書
       頁

235
1 ２３５

    （単位  千円）

決算書
       頁

235
1 ２３５

（款）９．土木費  （項）２．道路橋梁費  （目）３．道路新設改良費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

279,100 100,516

    （単位  千円）

決算書
       頁

235
２３５県営事業地元負担

金
５，７２６

監 理 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 三重県が施行した道路改良事業に対し、負担を行った。
(鳥羽松阪線、館町通線、一般国道４２号、横輪南勢線、
伊勢南島線、伊勢松阪線、東大淀小俣線）

決 算 額 の 財 源 内 訳

543,171 一般財源

163,555

道路路面の舗装が、荒廃し通行に支障がある箇所の舗装
整備を行うことにより、道路の安全確保と生活環境の改善
を図った。
（概要）舗装工事　　1件　補助工事　１件

道路舗装事業 １，０８２

施 策 の 成 果

 １． 道路路面の舗装が、荒廃し通行に支障がある箇所の舗装
整備を行うことにより、道路の安全確保と生活環境の改善
を図った。
(概要)
　  舗装工事　３件　　Ｌ＝２５５．９ｍ
　　　　　　　　　　　Ａ＝５８８．７㎡

道路舗装事業 ２，５５１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 道路路面の舗装が荒廃し､通行に支障がある箇所の舗装整
備を行うことにより、道路の安全確保と生活環境の改善を
図った。
 (概要)
　  舗装工事　３件　　　Ｌ＝　　６５４．１ｍ
　　　　　　　　　　　　Ａ＝３，３５５．６㎡

道路舗装事業 ８，６７６

二見総合支所 産業建設課

133,326

維 持 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

137,315 決 算 額 の 財 源 内 訳

133,369 一般財源

小俣総合支所 産業建設課

事 業 名 決 算 額

 １．

607,391

2 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



    （単位  千円）

決算書
       頁

235
２３５

    （単位  千円）

決算書
       頁

235
1 ２３５

    （単位  千円）

決算書
       頁

235
２３５

    （単位  千円）

決算書
       頁

235
２３５

    （単位  千円）

決算書
       頁

235
２３５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 市民生活に密接した道路の側溝等の整備を行うことによ
り、道路機能の改善、生活環境基盤の整備を図った。
 (概要)
　　測量設計等　　２件　Ｌ＝５００．０ｍ
　　一般改良    　７件　Ｌ＝９５８．６ｍ

道路側溝等改良事
業

５５，５８０

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 市民生活に密接した道路の側溝等の整備を行うことに
り、道路機能の改善、生活環境基盤の整備を図った。
（概要）一般改良　６件　　Ｌ＝３１７．４ｍ
　　　　用地買収　２筆

道路側溝等改良事
業

７，９９３

施 策 の 成 果

 １． 市民生活に密接した道路の側溝等の整備を行うことによ
り、道路機能の改善、生活環境基盤の整備を図った。
 (概要)
 　一般改良    ５件　Ｌ＝９３１．１ｍ

道路側溝等改良事
業

３６，３２４

事 業 名 決 算 額

 １．

維 持 課

事 業 名 決 算 額

市民生活に密接した道路の側溝等の整備を行うことによ
り、道路機能の改善、生活環境基盤の整備を図った。
 (概要)
　　測量設計等　１１件
　　一般改良    ２５件　Ｌ＝５，４７７．４ｍ

道路側溝等改良事
業

２４７，４１０

施 策 の 成 果

 １． 190,138 市民生活に密接した道路の拡幅を行うことにより、道路
機能の改善、生活環境基盤の整備等を進めた。
（概要）
　　①現年分
　　　一般改良工事　５路線　L＝１０７６.５m
　　　工事施工委託、測量、設計、建物調査
　　　用地買収、支障物件補償、隣接地補償
　　　（平成１９年度へ一部繰越）
　　②平成１７年度からの繰越
　　　工事施工委託、測量、設計
　　　用地買収、工作物補償
　　③平成１７・１８年度継続費
　　　一般改良工事　１路線　Ｌ＝２８０.３ｍ
　　　支障物件補償
　　　（平成１７年度から一部逓次繰越）

道路改良事業 １９０，１３８

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

御薗総合支所 産業建設課

小俣総合支所 産業建設課

二見総合支所 産業建設課

基 盤 整 備 課

3 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



（款）９．土木費  （項）２．道路橋梁費  （目）４．橋梁維持費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

18,400

    （単位  千円）

決算書
       頁

237
1 ２３７

    （単位  千円）

決算書
       頁

237
２３７

施 策 の 成 果

 １． 震災時におけるライフラインとなる重要な既設橋梁につ
いて、耐震対策工事を行った。
 (概要)
　　日の出橋　１橋
　　（平成１９年度へ一部繰越）

橋梁耐震対策事業 ７，４２０

 １． 震災時におけるライフラインとなる重要な既設橋梁につ
いて、耐震対策工事を行った。
 (概要)
　　堀割橋　１橋

橋梁耐震対策事業 １３，１００

5,793

維 持 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

38,129 決 算 額 の 財 源 内 訳

24,193 一般財源

二見総合支所 産業建設課

事 業 名 決 算 額

4 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



（款）９．土木費  （項）２．道路橋梁費  （目）５．交通安全施設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

237
２３７

    （単位  千円）

決算書
       頁

237
1 ２３７

    （単位  千円）

決算書
       頁

237
1 ２３７

    （単位  千円）

決算書
       頁

237
1 ２３７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 交通安全施設を新たに設置し､交通事故防止､交通安全環
境の確保を図った。
 (概要)
  　道路反射鏡      　  　　　４ 基
  　視線誘導標          　　　２ 基
　　ポールコーン　　　　　　　８ 本
　　車止め　　　　　　　　　　２ 本

交通安全施設整備
事業

６７２

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 交通安全施設を新たに設置し、交通事故防止、交通安全
環境の確保を図った。
（概要）道路反射鏡　　　４基
　　　　街路灯　　　　　６基

交通安全施設整備
事業

１，６２８

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 交通安全施設を新たに設置し､交通事故防止､交通安全環
境の確保を図った。
 (概要)
  　道路反射鏡      　  　　　９基
  　区画線          　４２２．０ｍ
　　防護柵    　　　　　２７．２ｍ

交通安全施設整備
事業

１，４９３

施 策 の 成 果

 １． 交通安全施設を新たに設置し､交通事故防止､交通安全環境
の確保を図った。
 (概要)
  　道路反射鏡      　  　　　７８ 基
　　道路照明設備　　　　　　　　７ 基
  　区画線          ３，４４９．１ ｍ
　　路側帯明示舗装     　２１９.０ ｍ
　　防護柵　　　　　　　　２９．０ ｍ
　　標識看板　　　　　　　　　　１ 基

交通安全施設整備
事業

１５，５９９

決 算 額 の 財 源 内 訳

39,965 一般財源

39,965

御薗総合支所 産業建設課

小俣総合支所 産業建設課

二見総合支所 産業建設課

40,307

維 持 課

事 業 名 決 算 額

5 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



（款）９．土木費  （項）２．道路橋梁費  （目）６．道路整備事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

243,488 122,700 61,792

    （単位  千円）

決算書
       頁

239
２３９

 １． 183,500 大湊町民の災害時の避難路は、現在、県道大湊宮町停車
場線にかかる湊橋だけとなっており、住宅団地等の開発が
進む中で新しい道路の建設が急務となっている。
また、医療･福祉施設などの高齢者の増加に対応した施
設、日常生活の利便性を賄う商業施設が不足しており、地
区外への依存が日常から求められている。
そのため、大湊地区の防災機能の向上及び住民の生活機
能の拡充を図り、バイパス整備を進めた。第１工区につい
ては、平成１４年度に完了し、引き続き第２工区を平成１
５年度から平成２０年度完了を目指し、進めているもので
ある。
（概要）
　◇地方道路整備臨時交付金事業
　　①現年分
　　　下部工施工委託、橋脚工事
　　　（平成１９年度へ一部繰越）
　　②平成１７年度からの繰越
　　　下部工施工委託
　◇地方特定道路整備事業
　　①現年分
　　　築堤工事施工委託、支障物件補償
　　②平成１７年度からの繰越
　　　道路改良工事　Ｌ＝３４.１ｍ
（全体事業）（交付金・起債事業費）
　○地方道路整備臨時交付金事業
　〔第一工区〕
　　事 業 費　  ２４８,０００千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝２２０ｍ
　　事業期間　　平成１１年度～平成１４年度
　〔第二工区〕
　　事 業 費  　７０９，０００千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝１７０ｍ
　　事業期間　　平成１５年度～平成２０年度
　○地方特定道路整備事業
　　事 業 費  　１５０,０００千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝５７０ｍ
　　事業期間　　平成１１年度～平成２０年度

大湊川線整備事業 １８３，５００

120,010

基 盤 整 備 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

702,268 決 算 額 の 財 源 内 訳

547,990 一般財源

6 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



決算書
       頁

239
2 ２３９

239
２３９

239
２３９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ４． 本道路とＪＲ参宮線とが交差する掛橋踏切は、小俣町本
町地区と小俣小学校、小俣中学校を結ぶ通学路となってい
るが幅員が狭く近年の交通量の増加に伴い、朝夕の通勤・
通学・帰宅の混雑時には、児童が車両の間をすり抜けるな
ど大変危険な状態となっている。
そのため、歩道の確保、車両の対面通行が可能となり、
歩行者、車両の安全が図れるよう、踏切の拡幅及び取付部
の整備を行っている｡
（概要）
　◇地方道路整備臨時交付金事業
　　踏切拡幅工事施工委託
　　道路改良工事　Ｌ＝９４.２ｍ
　　用地買収、支障物件補償
　　（平成１９年度へ一部繰越）
（全体事業）（交付金事業費）
　　事 業 費 　 １２１，５０２千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝９４.２ｍ
　　事業期間　　平成１７年度～平成１８年度

本町周辺道路整備
事業（交付金）

１３５，８１６

 ３． 本道路は小俣地区の市街地中心部に位置し生活道路と幹
線道路の両方の機能を併せ持つ道路であるが、近年の交通
量の増加に伴い道路機能が低下している。
また、本路線上空を陸上自衛隊明野駐屯地の航空機が低
空で進入離脱を繰り返しており、航空事故等緊急時の救助
活動、避難活動に支障をきたす恐れがある。そのため、平
成１７年度から平成１８年度の国債事業で、防衛施設庁補
助事業として整備を行っているものである。
（概要）
　◇防衛施設周辺民生安定施設整備事業（補助）
　　道路改良工事　Ｌ＝４５７.５ｍ
　　道路舗装工事　Ｌ＝４５７.５ｍ
　　建物解体工事　２棟
（全体事業）（補助事業費）
　　事 業 費 　 ７１，１２９千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝４５７.５ｍ
　　事業期間　　平成１７年度～平成１８年度（継続費）

小俣１号線整備事
業（防衛）

４７，３３４

 ２． 本路線は小俣市街地と明野小学校、総合体育館、大仏山
公園等がある明野地区を結ぶ重要な路線であり、また通学
路にもなっているが、歩道・車道共に幅員が狭く危険な状
態となっている。そのため、拡幅整備を行うことにより、
安全な通学路として、また車両の安全な通行機能の向上を
図るものである｡
（概要）
　◇地方道路整備臨時交付金事業
　　①現年分
　　　橋梁工事　　　Ｌ＝１３１.８ｍ
　　　道路改良工事　Ｌ＝３５３.１ｍ
　　　用地買収
　　　（平成１９年度へ一部繰越）
　　②平成１７年度からの繰越
　　　用地買収、工作物補償
（全体事業）（交付金事業費）
　　事 業 費　  ４００，０００千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝１，１６５ｍ
　　事業期間　　平成１６年度～平成２１年度

小俣２０号線整備
事業（交付金）

６４，８６３

7 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



決算書
       頁

239
２３９

239
２３９

239
２３９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ７． 本路線は近畿自動車道玉城インターにアクセスする県道
鳥羽松阪線と玉川小俣線、国道２３号線を連絡するととも
に、防災道路として不可欠な路線である。
（概要）
　◇地方特定道路整備事業
　　道路改良工事　Ｌ＝１９５.３ｍ
　　道路舗装工事　Ｌ＝２２２.９ｍ
（全体事業）（起債事業費）
　　事 業 費 　 ４３，４５８千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝１９５.３ｍ
　　事業期間　　平成１８年度

相合２６号線整備
事業（地方特定道
路）

４３，４５８

 ６． 本路線に隣接する小俣２号線は小俣町元町地区と小俣小
学校、小俣中学校、小俣総合支所等が存在する小俣地区市
街地中心部を結ぶ重要な路線であり交通量が常時多いが、
幅員が狭く、朝夕の通勤、通学、帰宅の混雑時には非常に
危険な状態となっている。しかし、家屋が両側にあり、拡
幅が困難であるため、新たな路線である本路線を整備する
ものである。
（概要）
　◇地方道路整備臨時交付金事業
　　道路改良工事　Ｌ＝２００ｍ
　　道路舗装工事　Ｌ＝２００ｍ
（全体事業）（交付金事業費）
　　事 業 費 　 ２７，１３０千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝２００ｍ
　　事業期間　　平成１７年度～平成１８年度
　　（交付金事業については平成１８年度のみ）

元町４６号線整備
事業（交付金）

３４，３７２

 ５． 本路線は東大淀町から国道23号へ通じる生活道路であ
り、また、隣接する柏町から災害時非難場所である東大淀
小学校へ通じる最短ルートでもあるが、道路幅員が狭く道
路機能が著しく低い状態である。また、本路線上空を陸上
自衛隊明野駐屯地の航空機が低空で進入離脱を繰り返して
おり、航空事故等緊急時の救助活動、避難活動に支障をき
たす恐れがある。そのため、平成１８年度から防衛施設庁
補助事業として整備を行っているものである。
（概要）
　◇防衛施設周辺民生安定施設整備事業（補助）
　　測量、設計
（全体事業）（補助業費）
　　事 業 費 　 ３０４，０００千円
　　事業概要　　道路改良　Ｌ＝７１０ｍ
　　事業期間　　平成１８年度～平成２２年度

柏東大淀線整備事
業（防衛）

１１，５９７

8 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



（款）９．土木費  （項）３．河川費  （目）２．勢田川対策費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

9,633

    （単位  千円）

決算書
       頁

241
２４１

    （単位  千円）

決算書
       頁

241
２４１

（款）９．土木費  （項）３．河川費  （目）３．河川維持費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

3,600

    （単位  千円）

決算書
       頁

241
1 ２４１
 １． 河川護岸及び堤防の機能を維持する為、老朽箇所、洗掘

箇所等の改良工事を施行し、近隣住民の安全確保を図っ
た。
（概要）
　　箕曲瀬川　　Ｌ＝４０.０ｍ

河川維持改良事業 ３，８１２

10,448

維 持 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

15,669 決 算 額 の 財 源 内 訳

14,048 一般財源

「勢田川を天の川に」のキャッチフレーズで、地元沿岸
２３自治会と協力し、市民・学校・企業・行政等に呼びか
け勢田川、朝川及び桧尻川のボランティア清掃を実施し
た。
　平成１８年度実績
　　実施日　　：平成1８年７月２日（日）
　　参加者　　：約２,８００名
　　主な拾集物：空き缶 １,４４８個
　　　　　　　  空きビン  ３９８個
　　　　　　　  自転車　  ５台等
    その他　　：平成８年度から実施

勢田川清掃事業 ６７９

 １． 平成５年10月から、宮川7.4km地点（辻久留２丁目宮川
堤ゲートボール場地先）で取水し、勢田川5.1ｋｍ地点
（小田橋下流）に、1.0㌧/秒以下の導水を行っている。
（平成18年度の稼動日数250日）

勢田川浄化経費 １３，１０４

4,150

維 持 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

監 理 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １．

14,020 決 算 額 の 財 源 内 訳

13,783 一般財源

9 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



（款）９．土木費  （項）３．河川費  （目）４．河川改修事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

133,325 31,300 184,291

    （単位  千円）

決算書
       頁

241
２４１

241
２４１

（款）９．土木費  （項）３．河川費  （目）５．排水路維持費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

456 1,136 23,256

    （単位  千円）

決算書
       頁

243
1 ２４３
 １． 老朽化が著しく、排水機能の低下している箇所等の改良

を行い、生活環境の改善を図った。
（概要）
　日赤前幹線排水路　Ｌ＝１００．０ｍ
　　　　　　　　　　測量設計、用地買収、一般改良工事

排水路維持改良事
業

２３，２５５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

86,483

御薗総合支所 産業建設課

126,479 決 算 額 の 財 源 内 訳

111,331 一般財源

 ２． 土地形状の変化や排水流出量の増加に伴う河川の断面不
足により、豪雨時の浸水被害が近年多発している。浸水被
害の防止が急務となっているため、河川改修を進めた。
（概要）
　◇防衛施設周辺障害防止事業（補助）
　　　補償積算、用地買収
（全体事業）（補助事業費）
　　事 業 費　７４０，０００千円
　　事業概要　改修延長　　Ｌ＝７６０.０ｍ
　　　　　　　幅員　　　　Ｗ＝１４.５ｍ

　　　　　　　流量　　　　Ｑ＝５２ｍ
3
/秒

　　事業期間　平成１６年度～平成２３年度

準用河川大堀川支
川改修事業(防衛)

５６，１３３

 １． 河積不足で流下能力が極めて低く、周辺では毎年のよう
に浸水被害を受けており、治水対策が急がれている状況で
あるため、河川改修を進めた。
（概要）
　◇総合流域防災事業（補助）
　　　橋梁詳細設計、改修工事、用地買収、建物補償ほか
（全体事業）（補助事業費）
　　事 業 費　２,３６４,０００千円
　　事業概要　桧尻川　　　改修延長　Ｌ＝３８０.０ｍ
　　　　　　　　　　　　　幅員　　　Ｗ＝１０．４５ｍ

　　　　　　　　　　　　　流量　　　Ｑ＝３７ｍ
3
/秒

　　　　　　　桧尻川支川　改修延長　Ｌ＝２４３.５ｍ
　　　　　　　　　　　　　幅員　　　Ｗ＝７．８５ｍ

　　　　　　　　　　　　　流量　　　Ｑ＝１９ｍ
3
/秒

　　事業期間　平成１０年度～平成３０年度

準用河川桧尻川改
修事業

３１１，８７３

19,090

基 盤 整 備 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

523,713 決 算 額 の 財 源 内 訳

368,006 一般財源

10 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



（款）９．土木費  （項）３．河川費  （目）６．河川改良費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

16,900

    （単位  千円）

決算書
       頁

245
２４５

（款）９．土木費  （項）３．河川費  （目）７．排水路整備費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

124,800 16,412

    （単位  千円）

決算書
       頁

245
２４５

（款）９．土木費  （項）４．港湾海岸費  （目）１．港湾海岸費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

1,249 4,401

    （単位  千円）

決算書
       頁

245
1 ２４５
 １． 三重県が施行した海岸環境整備事業、港湾改修事業に対

し、負担を行った。
　海岸維持：宇治山田港（大湊・二見）、北浜地区海岸、
　　　　　　松下地区、神前地区
　港湾改修：宇治山田港（神社地区）

県営事業地元負担
金

２，８８０

監 理 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

4,421

10,260 決 算 額 の 財 源 内 訳

10,071 一般財源

 １． 17,797 護岸の侵食が著しい河川の改良を行い、機能の改善を進
めた。
（概要）
　　一般改良工事　２河川　Ｌ＝２５８．８ｍ
　　用地買収
　　（平成１９年度へ一部繰越）

河川改良事業 １７，７９７

897

基 盤 整 備 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

35,637 決 算 額 の 財 源 内 訳

17,797 一般財源

 １． 148,747 豪雨時の急激な増水による浸水を防止するとともに、生
活環境の向上を図るため、排水路の整備、排水機場の設置
に係る基礎工事を進めた。また、汚泥堆積の改善及び悪臭
等の低減を図るため、有用微生物群を利用し、排水路の浄
化を進めた。
（概要）
　　排水路改良整備　４排水路　Ｌ＝５５３．４０ｍ
　　（平成１９年度へ一部繰越）
　　排水機場基礎整備　１機場
　　排水路浄化　　　３排水路

排水施設整備事業 １４８，７４７

7,535

基 盤 整 備 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

213,587 決 算 額 の 財 源 内 訳

148,747 一般財源

11 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



（款）９．土木費  （項）５．都市計画費  （目）１．都市計画総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

685

    （単位  千円）

決算書
       頁

247
1 ２４７

（款）９．土木費  （項）５．都市計画費  （目）２．まちづくり推進費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

230,713 2,776 95,100 28,987

    （単位  千円）

決算書
       頁

247
1 ２４７

249
2 ２４９
 ２． 商店街の集客力及び機能回復を促進し、中心市街地の活

性化の一助とするため、いせＴＭＯ（事務局：商工会議
所）に補助金を交付した。
(1)空店舗等対策事業
　①活用モデル事業　１件
　②テナント確保支援事業
　　　新規　４件、継続　３件
　③チャレンジショップ事業
　　　新規　２件、継続　１件
　④空地活用モデル事業　１件
(2)各種調査事業
　　空店舗調査、商店街通行量等調査
(3)商業まちづくり補助金事業　４団体

ＴＭＯ構想推進事
業補助金

５，９５０

 １． 中心市街地を活性化させるためには、賑わいの場、もて
なしの場、快適で楽しい暮らしの場としての再生が求めら
れ、地域住民や商店街等の相互の理解と協力が重要である
ことから、平成１７年１月から市としてまちづくりに取り
組むブランチとしての活動拠点及び「いせＴＭＯ」の活動
拠点を中心市街地に移設し、地域住民、商業者、行政、商
工会議所等との連携を強化させ、協働のまちづくりをめざ
すため、厚生地区まちづくり協議会の支援など中心市街地
の活性化に取り組んでいる。
また、中心市街地ＰＲ事業として、中心市街地で開催さ
れる各種イベント等を集合チラシ（新聞折込）にて情報発
信した。
  事業着手年度　平成１６年度

ＴＭＯ構想推進協
働事業

３，２０４

58,277

商 工 労 政 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

965,531 決 算 額 の 財 源 内 訳

415,853 一般財源

 １． 地域特性に応じた特色あるまちづくりを推進するため
に、伊勢市の土地利用上の問題点と課題の整理を行うとと
もに、都市マスタープラン策定に向けた土地利用推進方策
の検討を行った。
　土地利用推進方策調査検討業務　　一式

土地利用推進方策
調査検討経費

１，２６０

都 市 計 画 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

1,681,959

1,695,657 決 算 額 の 財 源 内 訳

1,682,644 一般財源

12 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



    （単位  千円）

決算書
       頁

249
1 ２４９

249
2 ２４９

    （単位  千円）

決算書
       頁

247
２４７

247
2 ２４７

交 通 政 策 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ２． 平成１７年８月に発足した「伊勢地域観光交通対策協議
会」で、伊勢地域周辺における交通渋滞を解消するための
検討会を開催し、観光交通対策を行った。
（１）パーク＆バスライド
　　　サンアリーナ臨時駐車場～外宮・内宮間にシャトル
　　バスを運行させ、正月時期における外宮・内宮周辺の
　　交通渋滞の解消・緩和を図った。
（２）初参り交通対策
　　　外宮・内宮・二見周辺の初参り交通対策として、来
　　訪者交通の円滑な移動を図るため、看板の設置、警備
　　員による車両誘導や臨時駐車場の運営を行った。
（３）ゴールデンウィーク交通対策
　　　ゴールデンウィーク期間中の内宮周辺交通対策とし
　　て、看板の設置、警備員による車両誘導、臨時駐車場
　　の運営を行った。
（４）その他
　　　土日祝祭日の内宮周辺交通渋滞対策として、宇治浦
　　田交差点に警備員を配置し、車両誘導を行った。

伊勢地域観光交通
対策推進事業

７，０００

 １． 交通システムの見直し整備の一環として、伊勢湾海上ア
クセスの充実を図ることにより、三重県南部地域と中部国
際空港を結ぶ海の玄関口としての機能を果たすと共に、伊
勢志摩地域を訪れる来訪者の利便性及び周遊性を高め、経
済効果と地域活性化を図るための調査・測量等を行った。

伊勢湾海上アクセ
ス推進事業

９，４７１

 ２． 観光振興を核として交流人口を拡大する地域づくりを推
進するため、伊勢二見地域観光交流推進協議会が中心とな
り、地域の特性を活かした自律的な観光交流空間づくりを
進めた。また、ＮＰＯや自治会などが主体となって取り組
む「観光交流空間づくり」に向けた事業プランを公募・業
務委託し、市民主体のまちづくりを進めた。
    事業着手年度　平成１７年度
（概要）
　◇観光交流空間づくりプラン推進業務
　◇伊勢二見地域観光交流推進協議会負担金

観光交流空間づく
り推進事業

１，７００

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 市街地の活性化と鉄道の利用促進を図るため、平成18年
度より「まちづくり交付金」を活用し、宮川駅周辺の道路
環境の整備と駅への円滑なアプローチの確保を進めた。
また、市街地につながる主要橋梁の点検など交通環境の
改善により、安全で防災機能の高い市街地の形成を図っ
た。
（概要）
　　◇下卯起宮川駅野依橋線
　　◇市道小俣１２号線
　　◇橋梁点検
（全体事業）
　　道路　　　　　２路線
　　橋梁点検　　　７箇所ほか
　　施行年度　　　平成１８年度～平成２２年度
　　総事業費　　　１，０４５，０００千円

小俣町本町地区周
辺整備事業

２５４，０１３

都 市 計 画 課

13 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



決算書
       頁

247
２４７

247
4 ２４７

249
5 ２４９

249
6 ２４９

    （単位  千円）

決算書
       頁

247
２４７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ６． 国土交通省の補助事業である「まちづくり交付金事業
（経過措置分）」により、宮川駅を中心とする本町地区中
心部から、国道２３号、県道鳥羽松阪線へのアクセス強化
を図り広域的で円滑な道路ネットワークを形成する下卯起
宮川駅野依橋線の用地買収を行った。
　　事業着手年度　平成１７年度

都市計画道路整備
事業

２，０００

 ５． 二見浦旅館街の住環境整備及びまちなみ保全を図るた
め、「街なみ環境整備事業」を活用し、道路美装化、公園
整備工事を進めるとともに、道路美装化等の委託業務を
行った。
また、街なみ環境整備事業の一環として、二見町景観形
成地区内で家屋の新築、増改築を行う建築物並びに工作物
に対し、補助基準を満たす申請物件に対し工事費の２／３
（上限１，０００千円）の補助を行っているが平成１８年
度は該当物件がなかった。

街なみ環境整備事
業

３，１４４

 ４． 伊勢市駅前拠点施設整備構想の作成と、「まちづくり交
付金」を活用し、まちづくり活動推進事業として地域のま
ちづくり活動の支援や花と緑のまちづくり事業の推進を
行った。
（概要）
　◇伊勢市駅前拠点整備調査
　◇まちづくり活動支援
　◇花と緑のまちづくり

伊勢市駅周辺整備
事業

２５，１７９

 ３． 平成１７年６月に全面施行した景観法に基づき、景観計
画の策定及び風景まちづくり地区等の基準づくり等を行う
ための共同研究（三重大学）を行った。
また、風景まちづくり条例（仮称）の制定に向けた検討
を行った。
（概要）
　◇共同研究（三重大学）

風景まちづくり推
進事業

１，２００

 １． 「全国の都市の再生を効率的に推進することにより、地
域住民の生活の質の向上と地域経済・社会の活性化を図
る」ことを目的に平成16年度に創設された『まちづくり交
付金』制度を活用し、『伊勢市中心市街地商業等活性化基
本計画』に基づき、伊勢市駅周辺地域の道路、公園の整備
を段階的に行い中心市街地の活性化、再生を図る。
（概要）
　　◇測量業務、設計業務等
　　◇公園整備工事、道路改良工事
（全体事業）
　　道路７路線
　　公園９公園
　　施行年度　　平成１８年度～平成２２年度
　　総事業費　　７９０，０００千円

伊勢市駅周辺整備
事業

７６，０４０

基 盤 整 備 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

14 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



（款）９．土木費  （項）５．都市計画費  （目）３．都市施設管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

230 644

    （単位  千円）

決算書
       頁

249
1 ２４９

249
2 ２４９

    （単位  千円）

決算書
       頁

249
1 ２４９

（款）９．土木費  （項）５．都市計画費  （目）４．街路事業費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

110,000 214,600

    （単位  千円）

決算書
       頁

251
２５１

　三重県が施行した街路整備事業に対し、負担を行った。
　（秋葉山高向線、新国道）県営事業地元負担

金
８６，０００

18,574

監 理 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １．

348,590 決 算 額 の 財 源 内 訳

343,174 一般財源

 １． 花と緑をより身近なものにするため、菊花展や寄せ植え
園芸教室、パンジーの植栽を行った。パンジーは植栽後、
公共施設等１８箇所へ配布した。

花のまちづくり推
進事業

５２９

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ２． 公園遊具等の設置及び更新を必要に応じて行っている。
平成18年度においては、３公園にて、フェンス・照明灯を
設置、１公園にてベンチ取替をし、公園機能の充実及び安
全性の向上を図った。

遊具等設置事業 １，３３６

小俣総合支所 産業建設課

 １． 平成２年当時まつり博等市の一大イベントを控え、公共
用地にパンジーなどを植え、観光客・市民にとって美しい
花のまちづくりを推進した。イベント終了後も一過性の事
業とはせず毎年推進している。平成18年度においては、花
壇への植付けを行い、また既存花壇の整備を進めることに
より市民による花の植付けを促すなど、花のまちづくりへ
の参加をさらに推進した。
　（概要）
　　　花壇への植付け
　　　　　滝倉川線・山田上口駅前
　　　　　楓橋・桜橋・倭町・宮川郷各花壇

花のまちづくり推
進事業

２，５０９

94,918

維 持 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

101,101 決 算 額 の 財 源 内 訳

95,792 一般財源

15 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



    （単位  千円）

決算書
       頁

251
２５１

251
２５１

251
3 ２５１
 ３． 内宮周辺の交通渋滞を解消し、長時間駐車・大型車両駐

車・放置車両等の対策を行うため、有料化駐車場とする再
整備を進めた。また、伊勢市駅前便所の改修を行い、快適
な空間の提供を図った。
　　調査設計、トイレ改修

街路施設改良事業 １，７９８

 ２． 154,385 本路線は市内を東西に結ぶ幹線道路で、都市の内環状線
の一部を形成し、渋滞解消や中心市街地活性化等を目的と
して整備を進めている。
平成１３年３月に供用開始した第一工区（藤社御薗線と
本町神社港線間）に引き続き、平成１３年度に事業認可を
受け、第二工区（藤社御薗線と御薗２号線間）の整備を進
めた。
（概要）
　◇地方道路整備臨時交付金事業
　　　道路改良工事、用地買収
（全体事業）（交付金・起債事業費）
　　事 業 費　１，５３０，０００千円
　　事業概要　道路改良　Ｌ＝５０９ｍ
　　　　　　　幅員　　　Ｗ＝１６ｍ
　　事業期間　平成１３年度～平成２２年度

日赤神田線整備事
業

１５４，３８５

 １． 本路線は県道坂社豊浜線と結ぶことにより、市内の内環
状線の一部を形成し、渋滞解消や中心市街地活性化等を目
的として整備を進めているものであるが、今年度において
は、道路整備のための建物調査業務委託、用地買収を行っ
た｡
（概要）
　◇地方道路整備臨時交付金事業
　　　建物調査業務委託、用地買収、工作物補償
（全体事業）（交付金）
　　事 業 費　２，４００，０００千円
　　事業概要　道路改良　Ｌ＝４８１ｍ
　　　　　　　幅員　　　Ｗ＝１６ｍ
　　事業期間　平成１７年度～平成２３年度

八日市場高向線外
１線整備事業（交
付金）

１００，９９１

基 盤 整 備 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

16 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



（款）９．土木費  （項）５．都市計画費  （目）５．公園費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

26,149 19,800 804

    （単位  千円）

決算書
       頁

251
２５１

251
２５１

251
3 ２５１
 ３． 2,570 誰もが自由に憩える公園を目指し、既存の公園のバリア

フリー化整備を進めた。
（概要）
　　　園路整備工事ほか
　　　　１公園（築地公園）
（全体事業）（起債事業費）
　　事 業 費　４８３，１１９千円
　　事業概要　都市計画公園バリアフリー化　５１箇所
　　事業期間　平成１０年度～平成１９年度

バリアフリー公園
整備事業

２，５７０

 ２． 9,143 津波等災害発生時における緊急避難場所の確保を図ると
ともに、すべての利用者にやさしい快適な遊び・憩いの場
を提供するために既存公園の改良整備を進めた。
（概要）
　　　施設移設工事
　　　　１公園（一色公園）
　　　便所整備工事
　　　　２公園（新高アメニティ、高向公園）

公園改良事業 ９，１４３

 １． 野村町地区の非常時における緊急避難場所の確保を図る
とともに、地域住民の快適なレクリエーション・コミュニ
ティー活動の場所を提供するために、公園の整備を進め
た。
（概要）
　◇防衛施設周辺民生安定施設整備事業（補助）
　　　公園整備工事　Ａ＝２，１２６．１３㎡
　　　便所棟新築工事
（全体事業）（補助事業費）
　　事 業 費　１０６，１３３千円
　　事業概要　公園整備　Ａ＝２，１２６．１３㎡
　　事業期間　平成１６年度～平成１８年度
　　　　　　（平成１７年度～１８年度は継続費）

野村公園整備事業
（防衛）

４０，１０６

5,066

基 盤 整 備 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

60,396 決 算 額 の 財 源 内 訳

51,819 一般財源

17 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



（款）９．土木費  （項）５．都市計画費  （目）７．都市下水路費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

17,300 25,950

    （単位  千円）

決算書
       頁

255
２５５

（款）９．土木費  （項）６．住宅費  （目）１．住宅管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

58,575 210 9,500 118,231

    （単位  千円）

決算書
       頁

255
1 ２５５

255
2 ２５５
 ２． 市営住宅の機能保持と入居者の安全性確保のため、老朽

化により劣化した屋上防水層の改修工事を実施した。
（概要）
　対象施設　　市営住宅粟野団地　７棟３２戸
　工事概要　　屋上ウレタン防水　１，５６９㎡

住宅等改修事業 １６，９３３

 １． 民間の土地所有者等による賃貸住宅の経営を誘導するこ
とにより、公営住宅を補完し高齢者の安全で安定した居住
を確保するため、平成１４年３月２９日付で三重県知事よ
り認定を受けた高齢者向け優良賃貸住宅供給計画に基づ
き、民間事業者により建設された高齢者向け優良住宅に対
し、昨年度に引き続き住宅の家賃減額補助を行った。
（施設概要）
　　名　称　仲林マンション正邦苑竹ヶ鼻
　　所在地　伊勢市竹ヶ鼻町字沖田１９８番地
　　概　要　鉄筋コンクリート造　５階建　２４戸
　　　　　　１ＤＫ ４３.２２㎡ 　　　　 ２０戸
　　　　　　２ＤＫ ５４.４２㎡ 　　　　　 ４戸
　　　　　　エレベーター、緊急通報装置の設置、内装の
　　　　　　バリアフリー化

高齢者向け優良賃
貸住宅家賃対策事
業

９，２８３

建 築 住 宅 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

87,509

277,786 決 算 額 の 財 源 内 訳

274,025 一般財源

 １． 本地域は、古市町のテニスコート付近から黒瀬町勢田川
までの流域で、既設排水路及び排水機場の能力不足から、
豪雨の度に浸水被害に見舞われている。このため、平成５
年度より都市下水路事業として、工事に着手し、平成１１
年度に黒瀬ポンプ場の一部供用を開始し、平成１２年度に
はポンプ設備の増設をすると共に、１号幹線及び２号幹線
下水路の築造工事を行ってきた。平成１５年度は、整備区
域を拡大するため、事業の変更認可を行い、平成１６年度
から平成１８年度の３ヵ年で１号幹線下水路の築造工事を
行った。
(事業概要)
　　倉田山都市下水路１号幹線下水路築造工事
　　　　幹線下水路築造　　Ｌ＝１７９ｍ
　　　　（平成１９年度へ一部繰越）

倉田山都市下水路
整備事業

４３，２５２

2

上下水道総務課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

101,000 決 算 額 の 財 源 内 訳

43,252 一般財源

18 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費



決算書
       頁

255
２５５

（款）９．土木費  （項）６．住宅費  （目）２．公営住宅建設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県支出金 地 方 債 そ の 他

27,384 27,300

    （単位  千円）

決算書
       頁

257
２５７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 二俣団地（昭和２８年度建設木造平家建１３戸）は木造
の耐用年数３０年に対し、はるかに超える築後５０年が経
過し、老朽化が著しく維持管理面等において憂慮される状
況にあり、また、急速に進む高齢化社会に対応するため、
早急な建替えが必要であった。
これにより、平成１４年度の開発測量設計、地質調査、
実施設計に基づき、平成１５年度から平成１６年度の継続
事業で第１期建替工事の竣工を経て、平成１７年度から平
成１８年度の継続事業により第２期建替工事を進めた。
平成１８年５月３１日に完成、６月に入居者募集、８月
１日より入居を開始した。
(施設概要）
　名　称　二俣団地
　所在地　伊勢市二俣３丁目
  概　要（第１期）
　　　　　平成１５年度～平成１６年度建設
　　　　　鉄筋コンクリート造４階建　１棟
　　　　　公営住宅２０戸(３ＤＫ　８戸･２ＤＫ１２戸）
　　　　（第２期）
          平成１７年度～平成１８年度建設
　　　　　鉄筋コンクリート造３階建　１棟
　　　　　公営住宅１８戸(３ＤＫ　６戸･２ＤＫ１２戸）
　　　　（合　計）
　　　  　公営住宅３８戸(３ＤＫ１４戸･２ＤＫ２４戸）

二俣団地建替事業 ６２，９７５

8,291

建 築 住 宅 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

62,976 決 算 額 の 財 源 内 訳

62,975 一般財源

 ３． 平成１７年度に策定した「地域住宅計画」の基づき、市
営住宅の機能改善のため、下記の工事を実施した。
（概要）
　住宅用火災警報器取付工事　　　　４４団地９９０戸
　高齢者仕様改善工事　　　　　　　　１団地　１６戸
　公共下水道接続工事　　　　　　　　３団地　６６戸
　老朽化市営住宅入居者移転促進事業（移転補償）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５団地　１６戸
　市営住宅用地景観保全工事（解体）　４団地　３２戸

住宅等整備事業 ９８，６６８

19 ﾍﾟｰｼﾞ （款）９．土木費


